
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．高齢化による高齢者の社会的役割と家庭内役割の変化を学ぶ。
２．老化が身体に及ぼす影響と高齢者の身体的特徴を理解する。
３．老化によって起こる心と知的能力の変化を学ぶ。
４．社会指標に基づいてわが国の高齢化の現状を理解する。
５．高齢者を支える保健・医療・福祉制度の現状を学ぶ。
６．地域包括ケアシステムの必要性と機能を理解する。
７．高齢者が生活する場の特徴を理解する。
８．高齢者と家族がもつ能力や強みから、それを支える看護を考える。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．高齢者とからだ
２．高齢者の心理的・精神的特徴
３．高齢者と社会
４．少子・高齢社会の理解
５．高齢者の健康問題
６．高齢者に対する保健・医療・福祉の現状と2025年に向けた改革
７．高齢者看護の機能と役割
８．変化する高齢者看護の場
９．高齢者の特性を踏まえた看護の視点
10．高齢者の特性を踏まえた看護の場

【テキスト／参考文献】

看護学入門１１　老年看護　（メヂカルフレンド社）

【評価】

外部講師

分野 専門分野 科目名 老年看護概論

時間 15時間 開講時期 1年次（後期）


